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む
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し
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き

北
海
道
は
明
治
初
年
以
来
、
関
拓
が
進
行
し
、
日
本
資
本
主
義
発
展
の
重
要
な
一
環
を
担
っ
て
来
た
が
、
農
業
に
お
い
て
は
急
速
に
地
主
制
が
形
成
さ
れ
、

農
地
改
革
前
は
そ
れ
が
農
業
に
お
け
る
生
産
構
造
の
中
軌
を
な
し
て
い
た
。
従
っ
て
、
北
海
道
に
お
い
て
農
民
層
の
本
来
的
な
階
級
分
解
で
は
な
く
し
て
、
地

主
制
の
形
成
が
何
故
に
必
然
で
あ
っ
た
の
か
は
日
本
資
本
主
義
分
析
の
重
要
な
問
題
点
の
一
つ
と
な
る
。
そ
れ
は
、
周
知
の
よ
う
に
所
謂
地
租
改
正
以
後
府
県

農
業
に
お
い
て
、
寄
生
地
主
制
の
形
成
が
急
速
に
進
行
し
た
の
は
ど
の
よ
う
な
歴
史
的
必
然
に
基
因
す
る
の
か
と
い
う
問
題
が
日
本
資
本
主
義
分
析
の
重
要
な

問
題
点
と
な
っ
て
い
る
の
と
相
関
連
す
る
問
題
で
も
あ
る
。
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表 '1 7ft.回面積，商品作物作付比率(畑作)と自小作年比率及び小作比率

※商作品付比作物率
自作小作別農家比率 小作地比率

水田面積
明治 40年 明治 44年 畑 71< 回

3明9治年 何明治年 3明9治年 4明4治年 自作小作 臼小 自作小作 自小
明治 何明治年 3明9年治 4明4治年

作 作 39年

浜 五主 郡 127.4 55.8 181. 3 219.5 30.1 37.1 32.8 31.8 50.3 17.9 67.6 52.0 49.8 69.4 

タ 張 郡 59.2 56.0 1， 689. 3 2，271. 3 46.2 39.8 14.0 22.2 73.1 4. 7 73.6 89.1 87.3 69.9 

凶商 空知郡 62.8 74.6 J. 665. 7 3，603.0 40.3 46.3 14.4 40.6 51.8 7.6 54.4 52.2 50.7 45.0 

ロ生ロ
HJ 竜郡 58.1 55.8 725.4 3，524.4 37.9 55.6 6.5 29.9 58.8 11.3 69.4 73.6 17.0 53.0 

産
上川郡(石狩) 55.0 53.6 3，790.6 15，122.9 46.5 48.3 5.2 35.5 56.3 8.2 ち4.6 70.7 37.2 65.0 

1うL 空知(富良野)郡 56.1 189.6 582.0 39.8 54.2 6.0 32.0 64.0 4.0 (51.9) 49.7 (30.4) 29.0 

進 山 越 郡 130.5 56.2 12.0 3‘8 37.1 46.0 16.9 32.5 56.4 11. 1 58.4 62.0 11.7) O 

f刊l新~ 冠 郡 日7.8 70 4 5.0 12.3 37.0 53.5 9.5 10.2 62.8 27.0 48.1 64.7 。50.0 
化浦 河 到~ 1 57.7 68.8 20.4 55.11 40.0 23.2 36.81 31. 5 33.4 35. 1 11. 2 43.21 27.8 28. 1 



も
進
ん
で
い
る
郡

上川郡〈河西)189.1 59.4 5.8 52.7 42.6 4.7 37.7 47.1 15'~1 40.0 59.1 D G 

札 中足 郡 41. 6 52.4 26，605.5 3，748.4 43.2 40.2 16.6 39.0 44.8 16.2 29.9 44.3 25.7 30. 7 
余 T行 郡 48. 7 51.6 292.0 477. 1 37.0 51 1 11.9 33.8 53.2 13.0 65‘5 63‘5 - 72.6 
Eι， I 内 571. 5 785.7 47.8 31.2 21.0 37.2 50.4 12.4 48.3 54.9 - 42.0 

蛇 El3 郡-50.2 46.8 7.1 45.1 42.2 12.7 42‘2 47.5 10.3 47.6 95.9 

勇払郡(室蘭〕 48.5 68.3 1， 424. 3 1，346.2 35.8 44.6 19.6 3守.6 44.0 18.4 33.9 44.2 32. I 55.6 
十 勝 都 37.2 66、7 0.3 0.9 22.1 70.8 7.1 2 1 59.0 13.9 68.5 75.5 O O 

河 J/E 君1¥ 25.1 61. 8 7.5 56.3 51.3 30.0 18.7 45 3 43. 6 11. 1 40.8 35.0 。8.3 
千 歳 君11 49.9 34.9 122.3 1. 599.8 49.7 39.5 10.8 67.6 22.8 .~.~I 32.5 25.3 20.2 15 
歌 一来 者官 40.8 30.6 0.1 4.2 50.5 40.8 8.7 52.2 34.4 13.41 61. 3 56.0 O 

島 牧 'll1¥ 65.0 52.7 3.3 4.2 80.0 1.6 18.4 55.8 18.3 25.4 5. 7 1.2 O 

爾 志 都 46. 1 44.2 169.0 79.7 97.8 1.8 0.4 59.5 29.5 13.0 16.1 31. 3 38.8 25. 

松 前 君f. 44.2 45.4 22.9 27.0 78.6 8.0 13.4 86.2 4.0 9.8 7.9 11. 4 33.2 17. 

亀 国 郡 34.8 31. 4 3，00ラ.9 3，173.5 60.4 23.4 16.2 54.3 22.8 22.9 42.4 41. 3 53.4 53 
静 内 罰百 66.6 43.8 83. 7 150.0 39.6 40‘7 19.7 33.2 36.2 30.6 35.1 33.5 22.6 16. 

様 似 君日 I50.5 39.8 11. 7 1.8 87.6 12.4 ヲ 88‘7 1.2 10.1 31. 9 3.1 43.5 

白 糠 都 49.6 -160.7 38.4 0.9 58. 1 41. 6 れ.3 31、4

説11 路 若払 16.9 -168.7 25.6 7.7 72.9 20.9 6.2 13.7 

持4 2長 苦E 26.9 97.4 2.0 0.6 99.4 0.6 C 

斜 里 111日 28.8 -192.0 8.0 -1 90.6 6.1 3.3 1.5 

網 を 利目 29.8 3.1 1 日 627491a2D583 一 34.2 
紋 日リ 郡 33.8 -156.6 32.0 11.4161.2 28.1 10.71 23.1 32. I O 

校 十、 50.8， -131.9 46.5 21.6180.0 13.3 6.71 11. 1 

側
向
者
の
進
行
が
共
に
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れ
て
い
る
郡
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'司三ァぐ 谷 都 31. 7 
:，ti 白Ii 部5 20.7 50. 16.0 1.34.2 61. 4 25.0 13.6! 43.7 23.7 32.6 36.3 38.6 O 32.8 

茅 部 郡日 20.5 20. 13.8 7.2 73.0 16.0 11.0i 74.4 18.4 7.2 59.8 44.8 。。
商
石 狩 郡 44.9 55.4 679.2 仙 2156.1 36.7 7.2 45.8 45.8 8.4 56. 7 41. 4 31. 6 62.2 

ロロ日 上 ハ1(天塩〕郡 65.2 11. 0 252.6 62.1 32.3 5.6 58.8 32.6 9.6 (25.1) 34.4 27.5 
生
奥 尻 郡 34.5 57.4 1.2 7.3 76.0 9.2 13.9 71.6 15.4 13.0 18.7 17.7 O O 1を

は; 虻田(虻田・弁辺村)郡 27.6 57.4 1.5 7.1 34.8 51.7 13.5 50.3 40.3 9.4 47.0 45.9 2.0 
進
ん 沙 説t 郡 56.3 52.4 64.4 107.7 48.1 37.7 14.2 55.0 32.4 12.6 56.0 41. 8 48.7 37.4 
で
広 尾 郡 -149.9 12.6 17.5 57.6 32.1 10.3 3'?2 24.4 。し、 56.1 101.2 

る 中 )11 郡 39.7 73.3 0.3 34.0 41.3 52.3 6.4 45.6 38.1 16.3 38.5 43.5 O 2.9 iJ; 

戸I 東 郡 74.2 73.6 7.0 41. 0 29.5 62.5 8.0 42.4 40.4 17.2 60.0 21. 7 。30.5 
化作 右 球 郡 640 64.4 312.5 370.0 43.0 44.6 12.3 48.4 39.0 12.6 39.3 46.2 9.5 17.2 
lま 天 塩 郡 21. 4 66.6 5.3 55.3 38.6 6.1 50.7 40.6 8.7 48‘O 40.1 O O 
遅
れ 樽 郡 14.7 58.5 39.2 57.8 38.5 26.3 35.2 49.7 21.q 28.4 71.5 62.3 29.1 49.8 
て
時E 棚 郡 59.7 68.7 5.7 引 638311i442396162 42，6 41. 2 。 O L 、 4.3 

る 石 郡 66.8 8:'.1 15.6 49.7 日7.3 29.0 13.~ 52.7 31.7 15，6 19.9 23.3 26.8 
郡

回 郡 I16‘7 20.4 213.3 151. 0 40.9 52，2 6.9 29.9 56.8 13，3 22.5 47.8 34.5 56.0 
品棒
手主

戸 郡 33.9 43，8 1.311.4 2，436.5 29.? 40.6 29，7 ;88 48.2 13.0 59.0 52.7 32.3 45.7 
産 中 )11 (天海〉郡 41. 3 5.0 21.5 76，8 1.7 9.1 90.5 0.4 (64.8) 47.6 
t土
寿 書官 郡 22.4 8.0 13.2 29.5 62.9 28.8 53， 1 18. 1 61. 8 56.1 O O 遅 32，4 7.6 

れ 太 櫓 郡 49.3 1.2 1.~ 23.9 46，9' 29，2 23.2 3Q.5 37.31 60.0 45. 7 O 。
て
し、 中是 日IJ 郡 4Q.4 10.5 8.8 8.8i 33.0 45.0 22.0 29，3 45.2 万 51 30.8 O C 
る
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農
業
に
お
け
る
商
品
生
産
の
検
討
が
地
主
制
形
成
の
前
提
と
し
て
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
所
産
と
し
て
の
地
主
制
に

は
何
ら
ふ
れ
る
こ
と
な
く
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
稿
の
目
的
は
こ
の
古
川
に
ふ
れ
な
が
ら
前
稿
の
論
旨
を
補
完
す
る
こ
と
に
あ
る
。

農
民
的
商
品
生
産
の
発
展

北
海
道
内
に
は
澱
粉
原
料
用
馬
鈴
薯
・
製
粉
用
小
麦
・
製
線
用
侃
麻
・
味
噌
醸
造
用
大
豆

等
の
加
工
原
料
作
物
に
対
す
る
需
要
を
中
心
と
し
た
道
内
市
場
が
漸
時
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。

然
し
、
北
海
道
に
農
民
的
商
品
生
産
が
展
開
す
る
に
は
、
北
海
道
の
一
般
畑
作
物
が
結
局
府
県
市
場
の
大
き
な
需
妥
に
対
し
て
生
産
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ

っ
た
心
即
ち
‘
大
一
旦
・
小
豆
・
菜
種
・
藍
・
大
麻
等
の
商
品
作
物
が
府
県
に
移
出
さ
れ
る
の
と
共
に
、
馬
鈴
薯
・
古
川
麻
も
澱
粉
繊
維
に
加
工
さ
れ
て
、
結
局
は
府
県

に
販
出
さ
れ
(
三
、
府
県
市
場
は
北
海
道
の
農
民
的
商
品
生
産
の
展
開
上
基
本
的
な
一
契
機
を
な
し
た
の
で
あ
る
(
3
ち
わ
れ
わ
れ
が
、
北
海
道
農
業
の
発
展
を
日
本

資
本
主
義
発
展
の
一
環
と
し
て
考
察
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
理
由
の
一
つ
は
こ
こ
に
あ
る
3

明
治
四

O
年
に
は
大
一
塁
手
小
一
塁

1
・
菜
種
(
6
)
・
と
共
に
、
更
に
菜
一
旦
・
碗

一旦
(7γ

燕
麦
(
8
)
・
小
麦
(
9
)

等
の
一
般
畑
作
物
の
生
産
量
の
大
半
が
府
県
市
場
に
移
出
さ
れ
て
い
た
(
第

2
表
参
照
)
。
水
稲
は
明
治
一
一
一

0
年
代
後
半
に
な
る
と
道
中

前
橋
に
お
い
て
明
か
に
し
た
よ
う
に
、

明
治
二

0
年
代
末
以
後
、

四
五



表 2 農産物の府県移出向

l lP1川[1!Jlifi 1明仙l明治l明治1pl明治
l3夕7牛I3沼8年 139年14刊O年14引l年 14位2年 4り3年 4糾4年

大 l 生産踊量ω川 l向沼釦7，55加'ι4の仰5刃坤2
| 移附出邸削:)(仰石初)I円l氾8あ臥町5丸口川山，773η773乃34il 川 l川(汚232匁，7別押9何門叩44?iF2M3;3タ弘引川，34刈4の斗叩34平1461，49叩，別押13幻卸飢337，8夕丸川7に川，ι839
l立Zl 比ネ弘(%)川I4必8.0! 5汚5門門 59.21 ラ叩0.01 5珂6.01 7汚9.4 6ω1.0司1 51. 1 
/訂可孟函m J川お即叫叫叫O4や何13同3却知飢川0ω札lし川，8山， 1巾7η司申2[半伊|ド%ιωω山l氾刷80付件o[中料lド2
移出量C但倒B悶)(仔干7η)Iげ14刊0，1巧52[ロ20ω8，90仰9279，6“64引l辺28包2，2μ4“州6副130ω8，53'3η254，9731宮25日4，2渇8創剖4引| 一

iu: I比率弘C%)I 640; 6931 614 771 723! 50.9， 50.9: 0 

菜引|生鵠産量醐ωω似)(Ti)，ドlβ5日別川6ふω，94列421177，幻川川川7可叩lド仰lゆ9川汚ψ¥1ω山川9引九川91，67じMヂA♂671¥1ω山仇9引礼川lし，
! 移出量(働B到)(げ干石Jη)112η2， 0凹24'12万5，806'出'13幻1，7汚80叫16引1，83沼8，即，24“6，5灯74仰115兇8，2万51山119列0，4仔72山11氾8剖0，83沼B 
極 l比率弘(%): 77.8 九りj ω71 32.31 1n7. 91 76.31 840 汚 2

引生産量ω(1i)159，911180，751180，5861101叫94，5921102，8851141，6041170.204
移出量(B)(石川 30，891163，2711 93，7961 9.4121 8531 60，98対76，1181159，507 

5I 1比率弘(%引ラ161784l 肌 6' 9.31 0.9
j 弘司 53.71 93.7 

副生産量ωω11刊 5132， 362[ 46，6371仏 7141制，7101川卯181，034199，169

移出割問 l 斗 -1 ベιl刊46，叫 35，377151叫 96，697
立|比率弘(%)1 引 o 01 72. 0 104.01 69.11 η9， 97.6 

燕 l生産量(1¥)(石)1418， 2361548， 4541377， 88司426，5631524，97司979，6f)司830，0361854，仰
1 移出量世働車(石)1い18野9，1ゆ98節iβ仰3幻7汚8，9灯76副仰110肝7，3幻701仰11η7，6ω8$到)16引1，5努F矧引叩24“6，9引l対わ32忽5，14叫到仰299，ラ7苅O 
麦 1比率号%c%)川1 4の5.2訓1 6訂7.2刻 26.司 2幻7.引 l 日l司 2β5訓 39.11 3汚5.1

小| 生産量副ω問 | 仰 0217弘川川川01山川1日11凶lω0瓜山2乙，2勾刈D
移出量倒(石川 1，82刻22，796) 6，518) 26，630) 73，286) 84，481)104，489)1山7即

麦|比率弘C%)I 3可 29.4( 6.41 29.21 22.91 66.01 59.81 61. 1 

四
六

産業調査報告書第二巻より作成
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大 豆 14T4十川 O! 78，360.γ8  
C15.3)! (15.3)! (18.1)! (14.0) 
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麦

一
部
は
府
県
市
場
に
も
移
出
さ
れ
た
。

そ
し

央
部
に
栽
培
さ
れ
始
め
、
以
後
そ
の
生
産
は
急
速
に
増
加
し
た
(
刊
vo

こ
れ
は
道
内
市
場
で
多
く
消
費
さ
れ
た
が
、

て
、
必
然
的
に
こ
れ
ら
の
商
品
作
物
の
栽
培
蘭
積
も
拡
大
し
て
い
っ
た
(
表
3
参
照
)
。

註
凶
「
輸
出
品
と
し
て
の
北
海
道
重
要
農
産
物
・
北
海
道
農
会
」

l
l本
稿
に
お
い
て
は
以
下
「
重
要
農
産
物
」
と
略
称
|
i
(
第
十
一
章
馬
鈴
薯
)

に
よ
れ
ば
「
尽
鈴
薯
の
:
:
:
・
略
・

:
-
a
輸
出
額
は
、
生
産
額
に
比
し
、
第
だ
小
な
る
も
、
馬
鈴
薯
生
産
物
た
る
澱
粉
と
し
て
輸
出
さ
る
る
最
少
な
か
ら

ず
:
:
・
:
略
・
:
:
:
即
ち
年
々
約
六
十
万
円
は
澱
粉
と
し
て
府
県
に
輸
出
さ
れ
つ
つ
あ
り
」
と
。
同
書
に
よ
れ
ば
、
北
海
道
に
お
け
る
馬
鈴
饗
澱
粉
の

生
産
量
と
輸
出
量
は
次
の
如
し
こ

四
七
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四
人

間
前
掲
揃
稿
「
前
提
」
参
照
。

川
間
前
掲
「
重
要
農
産
物
」
(
第
一
章
大
豆
)
に
よ
れ
ば
「
明
治
四
十
三
年
の
調
査
に
よ
る
、
全
国
大
豆
総
産
額
は
、
約
三
百
四
十
万
石
に
し
て
、
内
本

道
産
は
約
六
十
万
石
な
り
;
:
・
略
・
:
:
府
県
に
在
り
で
は
、
生
産
額
は
全
部
消
費
し
、
更
に
本
道
よ
り
三
十
五
万
石
、
朝
鮮
よ
り
四
十
五
万
石
、
外
国

よ
り
七
十
五
万
石
(
支
那
の
約
三
十
万
石
、
関
東
州
の
約
四
十
五
万
石
筆
者
註
)
の
輸
入
を
仰
ぎ
つ
つ
あ
り
、
故
に
該
コ
一
者
は
本
邦
市
場
に
お
い
て
対

抗
の
姿
に
在
り
」
。

間
前
掲
「
重
要
農
産
物
」
(
第
二
章
小
豆
)
に
よ
れ
ば
「
本
邦
に
於
て
、
年
々
産
出
す
る
八
十
七
万
石
余
の
小
豆
は
、
悉
く
国
内
に
て
消
費
し
、
史
に

五
、
六
十
万
円
の
小
一
旦
を
治
国
及
び
印
度
、
支
那
地
方
よ
り
輸
入
し
つ
つ
あ
り
、
単
に
北
海
道
を
除
け
る
府
県
に
つ
い
て
司
る
に
そ
の
消
費
額
は
生
産
額

に
依
っ
て
充
す
能
は
ず
し
て
、
主
産
地
た
る
本
道
よ
り
年
々
二
二
二
十
万
円
の
輸
入
を
為
せ
り
」
0

川
間
前
回
向
「
重
要
農
産
物
」
(
第
六
章
菜
種
)
に
よ
れ
ば
「
本
道
よ
り
府
県
に
輸
出
す
る
菜
種
の
額
は
二
十
万
石
に
近
し
:
:
略
:
:
殆
ん
ど
全
部
(
生

産
額
の
)
移
出
さ
れ
る
有
様
に
し
て
、
倒
神
明
二
百
万
円
、
輸
出
産
物
中
、
大
・
小
豆
を
除
い
て
は
主
位
を
占
め
、
頗
る
重
要
な
る
地
位
に
在
り
」
0

同
川
前
掲
「
重
要
農
産
物
」
(
第
四
章
碗
豆
及
菜
豆
類
)
に
よ
れ
ば
「
菜
一
旦
類
は
農
産
物
中
第
八
位
を
占
め
、
碗
豆
は
更
に
下
位
に
あ
り
と
雄
も
、
輸
出

日
間
と
し
て
は
頻
る
重
要
な
る
位
置
を
占
め
、
殊
に
近
年
多
額
の
外
国
輸
出
を
見
る
に
を
り
、
益
々
世
人
の
注
目
を
惹
く
作
物
な
り
」
0

同
燕
麦
の
栄
町
要
の
多
く
は
旧
日
本
陸
軍
組
問
稼
本
廠
で
あ
る
。
即
ち
前
掲
「
ι
翠
要
農
産
物
」
(
第
五
章
燕
麦
)
に
よ
れ
ば
「
一
二
十
七
八
年
頃
の
増
加
は
、

日
混
戦
後
の
影
響
を
受
け
た
る
も
の
に
し
て
そ
の
後
陸
軍
縄
稼
本
廠
が
本
道
に
派
出
所
を
設
置
せ
し
は
、
明
治
四
十
一
年
に
し
て
、
そ
れ
以
来
傾
に
産

額
を
増
加
し
:
・
:
・
・
略
」
と
。

ゆ
前
掲
「
重
要
農
産
物
」
(
第
三
章
小
麦
)
に
よ
れ
ば
、

「
本
道
産
小
麦
の
半
数
は

本
邦
府
県
に
輸
出
さ
れ

明
治
四
十
三
年
に
、
十
万
四
千
四
百
八
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表 4 商品作物の作付集中と分散傾向

I 1 司 2 f}[:γγ1寸4 {s'z: I 5 位 |全雌1
都財

l明治 IJ:川ー 15.7亀田 12.6札幌 11. 2夕張 7.11空知 7.0 
米 [39年 3，790.6[- 3，005.91 2，660.51 !， 680. 31 L 665. 7122， 827. 7 

明治 IJ:川 34.0札幌 8.4空知 8.1 雨竜 9.引亀田 7.1 
44年 15，122.91 3，748.41 3，603. o! 3，524.41 3. t73. 5144， 479.1 

小|明治[空知 16.31虻日 8.61tL幌 6.51石狩 5M張 53( 
39年 1，516.0¥ 794.5¥ 606.8¥ 503.9! 491. 2¥ 9，297.0 

愛|明治問知 18 封空知(宮良野!~. il上JJI(天底抗 ~I虻田 ~.~:札幌 ~.~I 
¥ 44年 3，768.割 1， 92尻町 l，211. 21 6， 121. 4: 1， 116.3:20，430.9 

燕 l明治!空知 11.51山越 9.61上111 9.引札幌 9; 11石狩 7.11 
I 39年 2，054・41 1， 720.01 1， 694.到 1，620.lj 1，265.7117，885.7 

麦12室戸汽，A1札幌 6，tilull(ミ雪LFtィ;i虻田川?:私的 6
大 i明治!中)1¥ 11怖珠 ラ5性知 5.31綴棚 5札幌 5 '21 
1 30年 5，051.31 2， 402.ラ 2，312.3¥ 2，305.2¥ 2，274.5143，924.6 

ql明治;中川 12.11瀬棚 6.3岡西 5.8)有珠 5.21河東 5.0; 
~I44年 9， 241 ， 21 4，781. 61 4，435.41 3，929.31 3，800.076， 434.8 

小 i明治l空知 23.21上)11 1O.01~14~ 9.91夕張 6d札幌 5.7i 
1 36年 8.955.3! 3，870. 11 3，714.計 2，434.削 2，187.5138，700.6 

豆 l明治 l空知 17.7(上!II_ _I.~!夕張 !. !I雨竜 6.引上)[[(天国i.~i 
144年 8，916.0' 3.749.51 3、565.α3，387.81 2.210.0:50.377..3 

菜!明治!余市 11. 51空知 8.91雨竜 6.41有珠 ラIIJ:!II(天塩)4.8
1 39年 934計 740.創 529.41 422. I1 394.0[ 8，304.0 

百|明治|虻田 18.計余市 6.列中)[1 4.41河西 4.41上)[[(天塩)ιl
」ム 144年 3，887.創1，250.引 801.11 794.41747.6118，113.7 

腕|明治r;~- 29.4夕張 10.3岩内 10.1磯谷 川L幌 4.91 
39年1， 491.11 524.51 513.21 277. 91 247.61 5.064.2 

豆 1明治l虻臼 16.5空知略 14.0岩内 ゴ.4磯谷 J ・2機戸 5.1 
例年 L812. 6)- 1， 538.1)' 914.41 686ιo 560.3110，948.4 

馬 1明治(山越 15.01空知 7.8[亀田 6.9上JlI 5.5札幌 4.1[ 
鈴 139年 1 3，436.01 !， 772.31 1， 578.31 1， 254. 8( 927.3122，816.7 

箸|明治院国 ~. ~i空知 ~.~I上 JI\(天塩)6.8山畦 6.3 上 5.9っ1/' A ~ 
1 44年 2，634.11 2，114.21 2， 140.1)1 1， 983.01 L 840. 6131， 644.3 

菜 j明治空知 13.2雨竜 8.0 戸 7.5磯谷 5.7有珠 5.3 一一
39年 2，498.61 1，503.到し408.31 !， 071. 01 9句.0118. 912. 9 

t 略空知 13.5上!II噌)11. 6石狩 8fl時 J ・7秘 11JLE44
何年 3，576.11 3，076.01 2，2笠.91 1， 6堕」←1，5笠占堕占任4

北海道庁統計書より作成。上段は郡名及び各作物の全道作付面積に対する当該

郡の作付比率(単位%)。 下段は当該郡の作付実数〔単位町)



五
O 

十
九
石
の
輸
出
額
あ
る
も
の
を
知
ら
ば
、
市
場
に
於
け
る
位
置
の
甚
だ
重
要
な
る
は
明
か
に
し
て
、
本
道
の
経
済
上
よ
り
見
る
も
、

論
な
り
」
と
。

州
北
海
道
農
会
報
〈
D
}
・-
D
Z
P
ニ
仇
「
北
海
道
農
業
に
関
す
る
意
見
(
中
)
」
に
よ
れ
ば
「
北
海
道
に
於
け
る
米
栽
培
面
積
の
増
加
顕
著
な
る
は
、
そ
の

謁
要
の
大
な
る
と
、
畑
作
に
比
し
利
益
多
き
が
為
め
、
水
利
の
使
な
る
地
は
勿
論
、
そ
の
他
に
あ
り
て
も
綿
々
大
規
模
の
溶
液
蒋
を
開
撃
し
、
畑
地
を

水
田
に
変
換
し
、
こ
れ
が
、
栽
培
を
な
す
も
の
漸
時
櫓
加
せ
る
に
よ
る
も
の
な
り
」
と
。

緊
要
な
る
こ
と
勿

か
く
し
て
、
農
産
物
の
商
品
化
が
進
展
す
る
と
各
種
の
商
品
作
物
の
作
付
が
各
地
に
見
ら
れ
、

れ
始
め
た
。
然
し
、
米
・
小
麦
・
燕
麦
・
大
一
以
・
菜

M
・
菜
種
で
は
逆
に
そ
れ
ら
の
作
付
は
一
一
層
集
中
化
し
て
い
た
(
表
4
参
照
)
。
北
海
道
中
央
部
の
空
知
、

上
川
地
方
は
こ
れ
ら
各
債
の
商
品
作
物
の
生
産
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
叉
十
勝
地
方
に
は
大
豆
が
多
く
生
産
さ
れ
た
。
従
っ
て
こ
れ
ら
の
地
方
に
は
農
業
に
お
け

る
商
品
生
産
が
高
度
に
展
開
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
更
に
石
狩
・
後
志
・
室
蘭
・
北
見
の
各
地
方
に
も
二
、
三
の
商
品
作
物
の
生
産
の
盛
ん
な
地
帯
が

あ
っ
た
が
、
治
山
・
函
館
・
釧
路
・
網
走
・
宗
谷
の
地
域
で
は
、
商
品
生
産
の
展
開
は
極
め
て
低
か
っ
た
と
い
え
る
へ
以
上
表
l
、
表
4
、
参
照
)
。

商
品
作
物
の
生
産
は
所
調
パ
l
ジ
ン
・
ソ
イ
ル
の
地
力
に
基
き
、
そ
れ
を
収
奪
し
な
が
ら
展
開
さ
れ
た
が
、

小
一
旦
・
碗
一
旦
・
馬
鈴
部
省
で
は
そ
の
作
付
の
分
散
傾
向
が
現
わ

地
力
の
減
耗
に
つ
れ
て
、

次
第
に
過
燐
酸
石
灰

等
の
肥
料
が
用
い
ら
れ
始
め
た
。
然
し
施
肥
量
ば
甚
だ
少
く
地
力
を
維
持
し
得
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
(
U
)
、
肥
料
の
購
入
は
、
漸
次
、
農
家
経
済
に
穆
透
し
品
川

め
た
。
そ
れ
ま
で
の
農
家
の
貨
幣
支
出
は
主
と
し
て
自
家
食
縄
の
一
部
と
日
用
物
品
の
購
入
、

組
税
及
び
小
作
料
の
支
払
に
向
け
ら
れ
て
い
た
が
、
漸
次
、
肥

料
購
入
の
た
め
の
貨
幣
支
出
は
農
家
の
重
要
な
貨
幣
支
出
の
一
つ
と
な
っ
て
き
た
(
目
、

註
附
産
業
調
査
報
告
防
庁

(
6
巻
農
業
経
符
)
に
よ
れ
ば
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同
前
掲
「
前
提
」
及
び
本
稿
後
述
の
仕
込
に
よ
っ
て
明
か
な
如
く
、
仕
込
に
お
げ
る
農
家
の
購
入
口
同
が
自
家
食
絹
・
日
用
品
・
化
学
肥
削
円
で
あ
っ
た
こ
と

は
、
農
家
の
貨
幣
支
出
の
大
き
な
も
の
が
そ
れ
ら
の
購
入
で
あ
っ
た
こ
と
を
ポ
し
て
い
る
。
又
、
木
稿
後
述
の
農
家
経
済
に
よ
っ
て
も
農
家
の
貨
幣

支
出
中
租
税
の
比
重
は
相
当
日
大
き
か
っ
た
と
い
え
る
。
又
、
北
海
道
の
畑
作
小
作
料
は
早
く
か
ら
貨
幣
小
作
料
で
あ
っ
た
の
で
、
小
作
農
に
と
っ
て

こ
れ
は
貨
幣
支
出
中
、
極
め
て
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
。
猶
、
購
入
肥
料
が
農
家
経
済
に
珍
透
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
は
、
明
治
四
十
年
三
月
北
海
道

拓
殖
銀
行
が
「
二
十
人
以
上
農
業
者
連
帯
貸
付
規
程
」
を
設
け
て
肥
料
貿
入
資
金
を
貸
出
し
始
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
わ
か
る
o

似
し
、
こ
の
「
規
程
」

は
自
作
農
を
対
象
に
し
た
も
の
で
、
小
作
農
へ
の
肥
料
資
金
貸
出
し
は
附
随
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
期
ち

株

式

会

社

北

海

道

拓

殖

銀

行

二

十

人

以

上

農

業

者

連

帯

貸

付

規

定

第
一
条
左
/
資
格
ヲ
有
ス
J
V

二
十
人
以
上
ノ
農
業
者
連
帯
シ
テ
肥
料
購
入
/
目
的
ニ
使
用
ス
ル
為
メ
毎
年
所
要
ノ
時
期
ヨ
リ
収
獲
期
迄
ヲ
一
期
ト
シ

定
期
償
還
法
ニ
依
り
預
金
借
入
申
込
ア
ル
ト
キ
ハ
本
行
ニ
於
テ
調
査
ノ
上
信
用
確
実
ト
認
メ
タ
ル
モ
ノ
ニ
限
リ
貸
付
ヲ
為
ス
モ
ノ
ト
ス

一
、
一
定
ノ
町
村
ニ
参
箇
年
以
上
引
続
キ
居
住
シ
独
立
生
計
ヲ
為
シ
臼
作
穫
量
有
(
自
作
ニ
準
ス
ル
モ
ノ
亦
同
ジ
J

ニ
従
事
ス
ル
モ
ノ
但
ツ
三
分
ノ

一
以
内
小
作
農
業
者
ヲ
加
入
セ
シ
ム
ル
コ
ド
ヲ
得

一
、
最
近
参
箇
年
間
内
一
一
租
税
公
認
/
納
入
ヲ
怠
リ
之
レ
カ
処
分
ア
受
ケ
タ
A

コ
ト
ナ
キ
モ
ノ

小
作
農
業
者
二
ア
り
テ
ハ
右
ノ
外
最
近
参
箇
年
間
内
ニ
小
作
料
滞
納
シ
タ
ル
コ
ト
ナ
キ
モ
ノ

以
下
略

叉
、
農
民
の
生
産
物
は
直
接
商
人
に
買
取
ら
れ
る
の
が
一
般
的
で
(
日
て
そ
の
生
産
は
強
い
投
機
的
性
格
を
有
し
(
H
)
、
時
に
は
自
給
的
な
食
縄
さ
え
も
購
入
す

る
程
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
商
人
資
本
の
跳
梁
に
暴
さ
れ
や
す
く
、
仕
込
や
育
問
売
買
に
よ
っ
て
農
民
の
生
産
過
程
が
商
人
の
流
通
過
程
に
支
配
さ
れ
る
場
合

に
は
特
に
そ
れ
が
ひ
ど
か
っ
た
吾
、

註
附
「
産
業
調
査
胡
報
告
書
第
二
巻
(
農
産
物
生
産
集
散
及
消
費
と
に
よ
れ
ば
大
豆
・
小
豆
・
腕
豆
・
菜
豆
は
地
方
雑
穀
商
(
仲
売
入
〕
及
び
仲
買
人
が
農

民
か
ら
賢
い
集
め
て
道
内
雑
穀
商
委
託
問
屋
に
売
渡
し
、
こ
の
委
託
間
足
は
こ
れ
を
府
県
雑
穀
問
屋
に
売
渡
し
た
。
小
麦
・
護
苔
は
仲
買
人
が
農
民
か

ら
買
い
集
め
て
地
方
雑
穀
商
(
仲
間
貝
人
)
に
売
渡
し
、
地
方
雑
穀
商
〈
仲
買
人
〕
は
こ
れ
を
道
内
雑
穀
商
委
託
問
医
に
売
渡
し
、
彼
等
が
府
県
消
費
者

(
加
工
者
)
に
売
渡
し
た
。
米
は
農
民
か
ら
地
方
精
米
業
者
又
は
地
方
米
穀
商
(
卸
小
売
商
)
に
直
接
売
渡
さ
れ
た
。
詳
し
く
は
同
書
参
照
。

側
当
時
の
商
品
生
産
が
極
め
て
投
機
的
で
あ
っ
た
事
例
は
断
片
的
で
は
あ
る
が
次
の
如
く
で
あ
る
。

五



五

北
海
道
農
会
報
〈
q
-
G
H
Y
O
-
-
口
「
凶
作
に
対
す
る
諸
大
家
の
所
見
」
に
よ
れ
ば
「
然
る
に
本
道
に
来
る
小
作
人
等
。
状
況
を
見
る
に
一
時
の
利
拾
に

舷
惑
し
前
後
を
顧
み
ず
あ
る
作
物
の
み
を
沢
山
に
作
り
、
本
年
の
如
き
、
サ
ア
凶
作
と
来
て
は
手
も
足
も
出
ぬ
と
い
う
自
ら
悲
境
に
陥
る
:
・
:
略
・

彼
等
は
或
利
益
あ
る
も
の
の
み
を
作
っ
て
高
価
に
売
り
利
誌
を
占
め
る
一
方
よ
り
日
常
の
野
菜
や
品
物
を
詰
め
ね
ば
な
ら
ぬ
宜
し
く
持
久
の
観
念
を

持
た
ね
ば
な
ら
ぬ
本
年
土
別
の
如
き
は
二
十
町
歩
も
馬
鈴
薯
を
作
っ
た
が
、
サ
ア
這
度
不
作
と
来
て
は
二
進
も
三
進
も
行
か
ぬ
倶
知
安
の
如
き
是
亦
お

多
福
豆
を
一
時
に
沢
山
作
っ
た
。
成
判
官
薄
荷
の
如
き
も
一
時
に
三
千
円
も
五
千
円
も
利
益
が
あ
ろ
う
、
併
し
一
方
で
は
鈎
瓜
・
茄
子
の
端
も
民
わ
ね
ば

な
ら
ね
、
要
す
る
に
農
家
は
投
機
的
観
念
を
持
つ
て
は
不
可
ぬ
、
一
方
に
偏
し
て
は
宜
し
く
な
い
」
と
。

又
北
海
道
畿
会
報
〈
乙

.
5
Z
F
E
「
後
士
山
農
業
奨
励
方
針
戸
F
ど
に
よ
れ
ば
「
只
市
価
の
二
前
一
低
に
伴
い
随
時
造
転
し
甚
し
き
は
農
家
本
来
の
目
的

を
失
い
投
機
作
を
な
す
も
の
少
な
か
ら
ず
」
と
。

同
当
時
仕
込
や
青
田
売
買
の
行
わ
れ
た
事
例
、
例
え
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。
北
海
道
農
会
報
〈
三
・

2
。・

5
「
北
海
道
の
農
業
金
融
に
つ
い
て
」
に
よ
れ

ば
「
織
っ
て
本
道
に
於
け
る
、
大
農
場
の
経
営
を
見
る
に
、
小
作
人
に
対
し
、
食
料
等
を
貸
付
く
る
に
際
し
て
は
金
利
を
見
積
る
を
以
て
、
そ
の
価

格
は
、
市
場
の
物
価
よ
り
高
価
に
し
て
、
こ
れ
に
反
し
そ
の
主
産
物
を
引
取
、
精
算
を
為
ず
に
当
り
て
は
、
市
場
の
物
価
よ
り
安
価
を
以
て
す
る
の
、

往
々
之
れ
あ
り
心
所
謂
売
る
物
は
高
く
し
て
、
一
封
う
物
は
安
く
、
恰
も
彼
の
漁
場
仕
込
法
の
如
き
も
の
を
、
農
場
に
移
せ
る
の
観
あ
る
は
、
誠
に
憂
ふ

べ
し
と
す
」
と
υ

又
前
掲
「
主
要
農
産
物
」
(
第
三
章
小
一
旦
}
に
よ
れ
ば
、
而
し
て
(
小
豆
の
、
筆
者
註
)
産
地
商
人
と
生
産
者
と
の
聞
に
は
「
仕
込
」
あ
る
い
は
「
背

回
目
」
が
行
わ
れ
、
収
獲
前
に
於
て
、
過
燐
微
生
守
の
肥
料
、
そ
の
他
日
用
計
を
供
給
し
収
獲
時
期
に
買
入
の
際
、
こ
れ
を
差
引
く
も
の
に
し
て
、
そ
の

物
品
代
価
は
、
比
較
的
高
価
を
払
う
の
損
失
を
、
農
家
は
今
猶
行
い
つ
つ
あ
り
、
又
青
国
民
も
背
日
の
如
く
甚
し
か
ら
ざ
る
も
、
尚
ほ
時
々
行
わ
る

る
方
法
な
り
」
と
。
又
同
書
(
第
一
章
大
一
旦
)
に
よ
れ
ば
「
当
時
(
十
勝
・
釧
路
地
方
の
、
筆
者
註
)
商
人
は
、
春
期
四
、
五
月
の
頃
、
生
産
者
は
生
産
口
聞

の
先
買
を
為
し
、
代
金
の
前
金
と
し
て
資
金
を
貸
付
し
、
収
獲
後
生
産
品
を
以
て
弁
済
せ
し
む
る
も
の
砂
か
ら
ず
」
と
。
叉
北
海
道
会
報
〈
三
・

2
。∞。

「
設
業
出
向
察
談
-
に
よ
れ
ば
同
地
方
(
崎
山
支
庁
管
内
、
筆
者
註
)
に
は
大
豆
の
青
目
先
口
行
れ
つ
つ
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
甚
だ
結
果
の
不
良
な
る
も

の
に
て
」
と
。
獄
、
前
掲
拙
稿
「
前
提
」
を
も
参
照
。

従
っ
て
、
不
況
や
凶
作
に
は
、
自
作
農
の
小
作
農
化
、

あ
る
七
地
を
耕
作
す
る
農
家
に
は
豊
作
や
農
産
物
価
格
の
高
騰
に
恵
ま
れ
て
、
投
機
的
に
成
功
し
、
急
速
に
経
営
を
拡
大
す
る
も
の
も
あ
っ
た
(
立
。
中
に
は
一
一
服

人
や
定
期
一
層
一
、
日
雇
を
使
役
し
て
大
規
模
且
つ
専
門
的
に
経
営
す
る
(
四
)
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
蔚
芽
を
有
す
る
経
営
に
発
展
す
る
も
の
も
あ
っ
た
o

例
え
ば

農
民
の
半
プ
ロ
化
、
脱
農
化
が
激
し
く
進
行
し
た
が
(
坤
)
適
当
の
大
き
さ
の
家
挟
労
働
力
で
地
力
の
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石
狩
国
石
狩
郡
生
振
村
‘
初
め
雇
人
、
購
入
・
払
下
げ
に
よ
り
土
地
集
積
。
所
有
地
畑
一
八
町
五
反
う
ち
自
作
一
三
町
五
反
、
同
小
作
五
町

年
間
収
入
一
、
‘
一

C
C円
、
年
間
支
出
一
、

C
C
O円
、
残
二

O
O円
、
家
族
三
人
、
麗
人
二
人
。

麟

太

郎

国

常
三
郎

石
狩
国
夕
張
郡
角
田
村
、
払
下
げ
に
よ
り
土
地
集
積
、
所
右
地
畑
コ
一
四
町
、
回
一
三
町
、
牧
場
ゴ
一
三
三
町
、
う
ち
自
作
畑
一
町
、
牧
場
三

三
三
町
、
同
小
作
四
六
町
、
収
入
二
、
三

O
O円
、
支
出
一
、

O
八
O
円
、
残
ニ
ニ

O
円
、
雇
人
五
人
。

石
狩
国
夕
張
郡
角
田
村
、
初
め
小
作
及
び
属
人
、
漸
時
土
地
を
購
入
し
て
集
積
、
所
有
地
畑
四
三
町
一
二
氏
、
う
ち
自
作
九
町
、
収
入

一
、
二

O
O円
、
一
雇
人
二
人
。

石
狩
国
上
川
郡
比
布
村
。
初
め
雇
人
、
購
入
・
払
下
げ
に
よ
り
土
地
集
積
す
。
澱
粉
製
造
を
な
す
。
所
有
地
回
五
町
。
畑
九

O
町
、
う
ち
自

作
畑
ニ

O
町
(
馬
鈴
薯
専
営
〉
同
小
作
田
五
町
、
畑
七

C
町
、
収
入
澱
粉
二
、
五

C
C円
、
小
作
料
五

O
C円
、
支
出
て
二

C
C円
残
り

一
、
入

O
O円
、
家
族
三
人
、
雇
人
四
人
。

市

後
志
国
山
越
郡
八
雲
村
。
初
め
小
作
後
払
下
げ
に
よ
り
土
地
集
積
、
澱
粉
製
造
を
な
す
。
所
有
地
畑
四

O
町
、
う
ち
自
作
畑
問
。
町
、
収

入
二
、
八

O
O円
、
支
出
ニ
、
一
一
九
円
、
残
七
二
四
円
、
家
族
一
五
人
、
雇
人
二
人
。

十
勝
国
河
西
郡
芽
室
村
、
初
め
雇
人
、
払
下
げ
に
よ
り
土
地
集
積
、
所
有
地
畑
コ
一

O
町
、
う
ち
自
作
畑
一

O
町
、
同
小
作
畑
ニ

O
町
、
収

入
一
、
五

0
0円
、
支
出
一
、
二

O
O円
、
残
三

O
O円
、
家
族
入
人
、
一
属
人
三
人
。

十
勝
因
河
西
郡
芽
室
村
、
初
め
小
作
、
払
下
げ
に
よ
り
土
地
集
積
、
所
有
地
畑
一
八
町
四
反
う
ち
自
作
畑
九
町
同
小
作
九
町
四
反
、
収
入

入

O
O円
、
家
族
七
人
、
雇
人
二
人
。

北
見
国
網
走
郡
網
走
町
、
雇
人
・
商
人
、
漸
次
払
下
げ
購
入
に
よ
り
土
地
集
積
、
所
有
地
畑
二
八
町
う
ち
自
作
畑
一
五
町
、
商
業
を
兼
ね

る
。
同
小
作
二
二
町
。
麗
人
二
人
。

j七

甚
之
助蔵蔵

(
明
治
コ
一
十
九
年
九
月
移
住
者
成
績
調
査
第
一
篇
北
海
道
庁
よ
り
引
用
)

雇
人
の
分
布
に
従
う
と
北
海
道
で
は
、
こ
の
よ
う
な
経
営
は
上
川
・
後
志
‘
空
知
・
河
西
の
諸
地
域
に
多
か
っ
た
と
恩
わ
れ
る
(
表

5
参加閉山)。

オミ

周

沢

嘉
一
郎

多

辰

回

吉

註
aG) 

自
作
農
の
小
作
農
化
に
つ
い
て
は
例
え
ば
北
海
道
農
会
報
〈

o
f
c
z。・吋
「
北
海
道
農
業
に
関
す
る
意
見
(
上
〉
」
に
「
唯
掠
奪
農
法
を
行
い
た
る
結

五



果
、
地
力
の
減
耗
せ
る
と
、
農
家
に
脊
修
の
傾
あ
る
と
、
金
融
機

関
の
発
達
不
十
分
な
る
こ
と
に
よ
り
、
農
業
の
経
営
困
難
と
な

り
、
自
作
農
の
小
作
農
に
変
ず
る
も
の
あ
る
は
悲
む
べ
き
な
り
」

と
。
又
は
北
海
道
会
報
〈
c-
・
5

2色
中
「
石
狩
・
十
勝
の
農
業
」

に
よ
れ
ば
十
勝
農
業
の
不
況
を
見
る
に
杢
り
た
る
は
、
主
と
し
て

主
産
物
な
る
大
一
旦
作
が
数
年
引
続
き
不
作
な
り
し
に
よ
る
も
の
に

し
て
;
・
:
略
:
・
:
現
に
拓
殖
銀
行
が
担
当
流
れ
と
な
り
た
る
為
め

担
当
貸
出
の
土
地
を
自
営
し
つ
つ
あ
る
が
如
き
は
他
の
地
方
に
て

は
見
る
ョ
べ
か
ら
ざ
る
現
象
な
り
」
と
。

叉
、
産
業
調
査
報
告
書
(
第
六
巻
農
業
労
働
者
)
に
よ
れ
ば
「
付
地

味
不
良
地
ニ
於
ケ
ル
小
農
ノ
出
稼
仲
地
味
普
通
ナ
ル
モ
耕
作
地

過
少
ノ
モ
/
ノ
労
働
者
ハ
本
道
農
業
労
働
者
中
ノ
主
要
部
分
ヲ

占
ム
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
其
他
ノ
給
源
ハ
地
方
的
現
象
ニ
過
キ
サ
ル
モ

ノ
ト
ス
」
と
。
従
っ
て
、
日
以
同
定
期
艇
の
分
布
に
よ
り
、
半
プ
ロ

層
(
貧
農
」
は
半
農
半
漁
の
沿
岸
地
帝
(
網
走
・
鴻
毛
・
後
志
)
と

商
品
生
産
の
高
か
っ
た
地
帯
(
後
志
・
上
川
・
竺
モ
)
に
多
か
っ

た
こ
と
を
知
り
得
る
。

猶
詳
し
く
は
湯
沢
誠
「
明
治
末
期
に
お
け
る
北
海
道
の
農
民
層
分
解
に
つ
い
て
」
食
総
研
北
海
道
支
所
研
究
速
報
ぐ

o
-
5
2
c
エ
参
照
。
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123 

4，2831 

67 

. 321 

支庁別|定期雇|日 雇|

札幌 586 2，179 

空知 1，353 4， 5， 719 

上川 2，40ヲ 6， 9，237 

後志 4，530 22，359 26，889 

檎山 234 1，114 1，348 

函館 472 1， 360 1，832 

室蘭 763 2，390 3， 153 

浦河 1，175 2，442 3，917 

河西 681 1， 852 2，533 

illl 路 281 237 518 

根室 58 

網走 1， 475 9，184 

宗谷 85 352 

t首毛 413 6.0ヲ6 6，509 

合計 13，371 57，006 70，877 

産業調査報告書

6巻より引用

五
四

同

北

海

道

農

会

報

〈

c-吋

Z
c・2
「
本
道
農
会
の
良
傾
向
」
に
よ
れ
ば
拓
破
銀
行
に
対
し
て
資
金
を
求
る
者
の
多
く
は
い
う
迄
も
な
く
農
家
な
る
が
、

近
頃
は
大
口
の
需
要
者
漸
く
減
じ
そ
の
多
く
は
小
口
の
需
要
に
て
而
も
是
等
の
需
要
者
は
或
は
こ
れ
を
以
て
地
主
よ
り
土
地
を
買
受
け
ん
と
す
る
小
作

人
た
ち
或
は
自
己
所
有
の
土
地
を
抵
当
と
し
て
資
金
を
得
、
更
に
新
し
き
土
地
を
買
い
橋
さ
ん
と
す
る
小
地
主
た
り
」
と
。

同
聞
大
規
模
で
専
門
的
な
作
物
栽
黙
の
記
録
は
屡
々
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
例
え
ば
、
北
海
道
義
会
報
ぐ
C

戸口
Zo--D「
凶
作
に
対
す
る
諸
大
家
の
所
見
」

に
よ
れ
ば
「
上
川
地
方
で
は
二
戸
で
六
十
町
歩
の
土
地
に
馬
鈴
薯
を
恭
殖
し
つ
つ
あ
る
大
規
模
の
所
が
あ
っ
て
此
等
は
悉
く
澱
粉
と
し
て
い
る
」
と
。
前

産業調査報告書6巻より引用



表 8 北海道における標準的農家の農家経済収支(大正元年)

Fl区分 11震か開13生計費1(42=+13-) I子山]顧問iiiij
円風円庖|円厘i 円恩|円厘|円厘| 円厘

本L1畑作農 1382.1301 102.0921 260.9971 19.0411 19.'U541 29.814! 21. 796 
幌 l稲作農 1539.8001 136.5001 322.5301 80.7971 28.3501 35.5001 87.920 

空|畑作農 1393.64計123.3131253.1811 .17.15対 22.0571 33. 145; 28.241 
知|稲作農 i510向山 90C加.174i 94.0131 16.5931 11. 6671 89.087 

上 i畑作農 1445.7071 114.9291 279.9591 50.8191 23.8441 25.0861 52.061 
J111 稲作農 1486.3291 140.8001 282‘9551 62.5741 28.η81 18.9001 52.746 

後 l畑作農 1373.7011 103圃3381259.6291 10.7ヲ41 18.2891 33.6001 26. 115 
志 l稲作農 1397.4351 105.5351 253.5501 38.3501 38.3501 10.0001 15.000 

槍|畑作農 1356.5941 101. 2981 253.3131 i.9831 26.0771 60.4501 36.356 
山|稲作農 1313.79引 121.500i232‘6951 9.6001 32.8001 40.0001 16.300 

函|畑作農 1367.4461 98.066244.7101 24.6初123.9881 29.780: 30.462 
館 l稲作農 I447.272: 119.685. 281. 9331 45.6刊 32ρ371 55.833i 6P例
室 l畑作農 1351.3111 115.1401 253.3711 -17.2001 17.1311 49.873: 15.242 
蘭|稲作農 1337.4001 97.500i 263.4501 -23. 550i 23.6001 48.000 850 

浦 i畑作農 1331. 198! 95.1501233.9191 5. 129[ 17.456136.4381 24.111 
河|稲作農 1445.3801 109.ω01 272.6601 63.1201 23.5201 48.00087ωo 

河|畑作農 1369. 8721 98包712印刷 州 20叫 44.892 24.978 
西 i稲作農 -1 -! -1 -
&111 1畑作農 1351 7041 100.5831 2の 6401 8.4811 19.2061 34. 386! 23.661 
路|術作農| ー| ー| ー| -i -i | 

根|畑作農 1337.5501139.0001248.2501 -49.7001 12.5001101.5001 39.別
室i稲作農-) -1 -) -1 -1-1  

網 l畑作農 1409.0571 130.1831 263.9011 14.9731 24.6631 仕 864! 34.174 
走!稲作農 -1 -1 -1 -1 -1 -1 

宗 l畑作農 1344.817/953671260.6001 -11.1501 17.767136.667) 
谷|稲作農| 一| -l --1  -1 

8. 750 

増|畑作農 1344. 067i 96.5221 354.0891 -106.5441 19.8/.91 41. 2331 14.860 
毛 1稲作農 -1 -1-1  一| 一|

平均
玄 147戸i畑作農 1367.4911108.1291254.9061 4.4矧 20.2141 42.0問 27.151 
五f20戸|稲作農 1400.9371 120・3781274・2441 46.31引 27・9971 34.1141 52.431 

産業調査報告書6巻より引用作成。なお，原資料「生計費」には「組税」が含

まれているので，これは取出して別に取扱った。 r農場支出」は種荷費飼料費
肥料代消耗品費傭入労行修繕費を含む



五
〆、

掲
「
重
要
農
産
物
〈
第
一
章
大
豆
と
に
よ
れ
ば
「
本
道
の
大
豆
耕
作
は
府
県
に
於
け
る
如
く
、
狭
小
な
る
畑
地
に
栽
培
し
、
或
は
水
田
の
周
囲
に
畦
豆

と
し
て
播
種
す
る
も
の
と
類
を
異
に
し
、
広
大
な
る
畑
地
全
体
に
栽
培
し
殊
に
多
額
を
産
寸
る
十
勝
地
方
に
あ
り
て
は
、
大
規
模
の
大
一
旦
作
り
行
は
れ
、

一
農
家
に
し
て
二
十
町
余
の
町
耕
作
を
為
す
も
の
あ
り
」
と
。
叉
、
北
海
道
農
会
報
〈
D
戸
吋

Z
c・
「
農
事
視
察
談
」
に
よ
れ
ば
「
東
旭
川
は
先
年
よ
り

水
田
最
も
早
く
開
け
水
悶
耕
作
地
と
し
て
知
ら
る
る
だ
け
あ
り
て
、
二
戸
の
耕
作
反
別
平
均
四
、
五
町
歩
に
し
て
多
き
は
こ

O
余
町
の
も
の
あ
り
而
し
て

そ
の
手
入
悉
く
充
分
に
行
届
け
る
を
見
る
」
と
。

こ
の
よ
う
な
商
品
生
産
に
お
け
る
生
産
力
の
平
均
的
な
水
準
で
は
、

農
業
生
産
は
農
民
の
生
活
を
維
持
し
得
る
も
の
(
家
族
労
働
力
の
再
生
産
)
に
す
ぎ
な

か
っ
た
が
、
そ
れ
さ
え
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
「
農
場
収
入
」
は
「
農
場
支
出
」
と
「
生
計
費
」
と
で
消
費
さ
れ
た
の
で
、
農
民
は
「
租
税
」
を
支
払
い
生
活
に
幾

ら
か
で
も
余
裕
を
得
る
為
に
は
副
産
物
を
販
売
し
、
叉
、
出
稼
等
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
お
)
O

但
し
、
稲
作
中
核
地
帯
の
農
民
の
状
態
は
こ
れ
よ
り
幾
分
よ

か
っ
た
。
表
6
は
こ
れ
を
示
し
て
い
る
。

注
側

表
6
の
「
副
業
及
雑
収
入
」
に
は
畜
産
物
収
入
が
合
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
然
し
全
く
副
業
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
。

寄
生
地
主
制
の
経
済
的
基
盤
の
成
立

北
海
道
の
小
作
料
は
水
田
で
現
物
、
焔
で
は
貨
幣
小
作
料
が
早
く
か
ら
支
配
的
で
あ
っ
た
(
却
)
。
然
し
、
小
作
料
額
と
そ
の
農
業
生
産
額
に
対
す
る
比
率
は
府

県
の
そ
れ
に
比
し
て
可
成
り
低
か
っ
た
が
(
表
7
参
照
)
、
農
業
の
生
産
力
が
農
民
の
生
活
を
維
持
し
得
る
に
す
ぎ
な
い
状
態
で
は
、
小
作
農
に
と
っ
て
小
作
料

の
支
払
は
極
め
て
悶
難
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
十
一
地
寄
生
が
可
能
で
あ
っ
た
根
拠
の
一
つ
は
、
小
作
料
が
パ
l
ジ
ン
ソ
イ
ル
の
地
力
か
ら
搾
出
さ
れ
た

「
農
場
収
入
」
で
は
、
小
作
は
自
作
と
変
り
な
い
の
に
、
「
農
場
支
出
」
で
は
、
小
作
は
自
作
に
比
し
者
し
く
少
い
。
同
一
経
符

こ
と
に
あ
る
(
表
8
参
照
)
。

面
積
で
は
自
作
で
も
小
作
で
も
「
種
苗
費
」
「
飼
料
費
」
「
消
耗
品
費
」
「
修
繕
費
」
「
傭
人
労
銀
」
に
大
き
な
差
異
は
な
く
、
然
か
も
経
営
費
の
現
金
支
出
中

「
肥
料
費
」
の
比
率
は
極
め
て
大
き
か
っ
た
か
ら
「
農
場
支
出
」
の
美
異
は
主
と
し
て
「
肥
料
費
」
の
差
異
に
」
起
因
し
て
い
る
と
い
え
る
。
「
彼
等
(
小
作
人
〉

.. 
略
・
:
:
は
土
地
を
養
わ
ぬ
の
で
あ
る
肥
料
を
用
い
ず
土
地
を
荒
ら
し
土
地
を
破
療
す
る
故
に
農
場
主
は
常
に
嘆
息
し
て
円
く
小
作
人
に
土
地
を
貸
せ
ば
荒



表 7 小作料の種類と生産高に対するその割合

駒 iの咋 小作料平均生産 生産高に対す

種類l数 量種類(数 量種類|数 量る割合%

普 通
円 厩

石1.25骨011 
9百

畑(金 2.375 金 2.187 13 

焔向 1.750 同 1.400 14 

畑同 1.000 同 737 725 10 

畑 金 2.500 同 2.22C大豆 22 

畑作 下
畑 同 1.050 同 1，ち;20同 1. 21 14 

畑 同 1. 0101 1可 980同 84 14 

円 軍

畑 穀萩豆類 1， 960 穀寂草類 1.820 穀荻豆類 8.5l7! 21 
毛中 畑 同 1. 183 同 1.096 同 弓.818 19 
作畑 下 畑 向 712[同 6ち2同 3.350 19 

普 通

-1上 畑 1金 6.80弓金 5. 322金 22 
毛 中 畑|同 4.672:同 3. 708同 18. 20 
{畑乍 ) 下 畑周 2.5941同 2.025同 12. 16 

2s11大豆
骨

畑 大豆 3弓6大豆 1. ¥07 32 
毛中 畑 同

ヤ
153 同 835 18 

作畑 下 畑 向 ベ21向 256
1同 180 36 

石 骨
.99石8 

者 骨

間 米 1.142 う校 米 ヲ337 30 
毛 中
作

自 同 .939 同 782 同 2.719 29 

田下 回 1同 . 5L"3 同 .4831同 1. 7861 27 

特 例

一上 畑 裸麦 33裸麦 ポf 21 
毛 中 畑 同 2 同 22 

五

畑1乍
下 畑同 l判同 21 

七
回金

阿 厘 何 厘

4.000 金 4.000 沖7 20 
毛 中
f乍 田!同 2.500 同 2.500 同 17 

田下 1.000 同 1. 000 同 10 

北海道農会報Vol.13 No.8C大正2年〉より引用
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表 8 北海道における小作料支出と農家経済 (大正元年)産業調査報告書より作成

君!号] 璽「宮突12雪213生計費14C;r五(5和利lZZZF五日市授受1!2弘明石
作州i芸|可芯「己…訊点ふ巳0叩o 32辺山2

水 1 幌引山いlい川川f小lト、 作 I 251 せ叩叩。∞…O…守山刊川| 供削山…0白053日3 山 7可 111叫 7，2却0∞01 川 4 斗 i 行川川川0∞卿0∞叫o[ 引吋O∞ベo[ + 5口20∞0 
|ほ全 l自作125 510.0871 131.9001 284.1691 94.0181 16.593/ 77.4251 0 11制 + 89.白

0 川;小川三5502叫 91.9001 259.200) 151.400' 113001 140. 10011斗 150.000; 20. 1叫0∞叫0司I+ 1川0.2却0∞

lι品山l川i;引:引I~到1 議制:認剤認刻ll ;訟:L:i制;出制:1l務m:誌誌制;誌利;1l 机 2屯:t:鶏謝| 1 :z; !鵠;話;4ιレ(Lドいトいタ叫山……3斗れリ十ハ川川l凶山8飢山l
E町』i什1両iAH戸司明五Fi昆i;言語扇:=瓦函日j丞弱訂己己日Jll可互白乱]2旦主p戸!:り伊印例;1潟勾判:男郊刻;z説;i!玩詞4戸二iiii「喧l三台
平l自作 1251 49ラ872/ 132.2211 292.893: 70.7d 26児71 44.3261 0 1 30初 1+ 74.801 
均|小作 I251倒的1877881 m叫 103叫 9 判 1ì~:2761 156~6881 46:6~iÍ l +ι0313 

EHI司王町両「語τM11Jiiil 三副-可~詞日刊i
ilf zliil i紅白「記ii「言語(-i:副-itizl叫寸両日以114:認

知!I由主|;11jzzl lml型pl一割112乱HTlL坦l:53fij
函自作 50¥ 367.4461 児 06~ 244.71~ 24.7叫 23.9801 0.778! 0 29.780¥ + 30ρ3 
町小作 501 402.3001 75. (1001 264.6001 62.7001 11.308j 51. 4001 100.00054.7001 +堅竺
一 一一一 一

一
土刊巾1j ;川;認!一笠!空劃!号乱?1(2!型割!q壁~I ~話訟釦引山;弘赴山川山;上υ山m:J弘封:弘潟;お:l ?問叫?幻沼協叫:z謬到:2到;4l 2:泊叫iz誌刻:z司;tl dι減:J釘鰐矧i忠箆封?虫到;イ 106叫 :諺引説;tf刀誌:;zお:;z;z:; t j守:: ;認2 
原資料の「生計費」には租税がふくまれているので，これを取出して別項目として取扱った「農場支出Jは種苗費飼料費

肥料代消耗品費傭入労銀修繕費を含む



蕪
た
ら
し
む
と
、
(
北
海
道
曲
演
会
報
ぐ
乙
・

3

2。・
5
凶
作
に
対
す
る
諸
大
家
の
所
見
・
高
同
法
学
博
ゴ
談
〕
」
c

「
叉
大
地
積
小
作
人
は
専
ら
明
収
に
焦
心
し
い

る
為
め
土
地
管
理
方
法
は
地
主
者
に
対
し
粗
雑
に
流
る
る
の
幣
あ
り
え
北
海
道
農
会
報
ぐ
三
・

2
0・
一
色
「
十
勝
移
住
民
の
概
況
)
」
)
と
。
小
作
農
は
施
肥
せ
ず

に
耕
作
し
て
「
農
場
支
出
」
を
切
り
つ
め
そ
れ
に
よ
っ
て
地
力
を
収
奪
し
、
そ
の
収
奪
分
を
小
作
料
に
転
化
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
結
局
地
主
は
よ
い
士
地

を
保
有
し
「
そ
の
土
地
を
保
有
す
る
間
は
唯
小
作
料
を
引
上
げ
叉
は
小
作
年
限
の
短
縮
に
の
み
着
目
し
(
北
海
道
曲
民
会
報
〈
己
吋

Z
。
宝
「
北
海
道
拓
殖
促
進

策
ご
た
か
ら
で
「
折
角
立
派
に
開
墾
せ
ら
れ
た
る
土
地
も
為
に
時
と
し
て
は
再
び
原
状
に
退
歩
す
る
不
幸
を
免
れ
ざ
る
が
如
〔
前
掲
同
報
)
」
〈
で
あ
っ
た
。

註
由。

北
道
農
地
改
革
史

L
A

巻
小
作
慣
行
参
照
。

イ

士
地
寄
生
を
可
能
と
し
た
根
拠
の
他
の
も
の
は
、
小
作
農
の
労
賃
部
分
が
過
少
評
価
さ
ー
れ
た
こ
と
と
彼
等
の
副
産
物
収
入
及
び
出
稼
収
入
等
さ
え
も
が
小

作
料
部
分
に
転
化
し
た
こ
と
に
あ
る
。
表
8
で
小
作
農
の
1

生
計
費
」
が
自
作
農
の
そ
れ
よ
り
少
い
こ
と
及
び
「
副
業
収
入
」
に
よ
っ
て
初
め
て

(
6
1
7
)

農耕地処分総括表(大正元年〉

一一一一 十一一一十一一一王子商:fI1 1~

j筆淑!.i¥!l 積 j対十る歩合
一一一←一室「一一一IC"一ーヲ「

5町歩以下 i77， 6刈 261， 191¥ 21.3 
5 以上 L<") 0(""") A ()7'， 町歩 62，892¥ 454.497¥ 
20 以下| ぺ i 
20 以上J!0011 ，'7'"< c'Qlll 
il汀歩 4，8811 173，5801 
100 以下| 刊 | 

100 以上 1 l 1、
AlJ歩 9861 174，4091) ，00 以下 /UVi .，，， .v/lt 

300町歩以上 319i 164，1501' 

言ト 1 146，7121 1， 227，827 

産業調査報告書第 i巻より引用

37.0 

14.0 

27.5 

の
マ
イ
ナ
ス
を
補
い
得
る
こ
と
は
こ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
が
北
海
道
に
お
け
る
寄
生
地
主
成
立
の
物
質
的
基
盤
で
あ
っ
た
が
(
引
て
そ
れ
は
農
家

経
済
に
貨
幣
経
済
が
浸
透
し
て
初
め
て
成
熟
し
得
る
も
の
で
あ
っ
た
。
と
に
角
、
貨
弊
支
出
の
削
減
と
貨

弊
収
入
の
搾
出
に
よ
っ
て
小
作
料
の
支
払
が
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
乙
畑
小
作
料
が
北
海
道
で
早
く

か
ら
貨
幣
で
支
払
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
農
家
経
済
に
貨
弊
経
済
が
浸
透
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
の
結
果
で

あ
る
。
他
方
、
小
作
農
は
府
県
か
ら
も
大
量
に
移
殖
さ
れ
て
、
寄
生
地
主
制
の
階
級
的
基
盤
を
形
成
し

た
(
表
9
参
照
)

C

そ
れ
は
一
般
畑
作
物
が
農
民
的
商
品
作
物
と
し
て
栽
培
さ
れ
得
た
か
ら
で
あ
る
。

国
有
未
開
地
の
払
下
げ
に
よ
る
開
発
地
主
は
こ
の
二
つ
の
基
燃
に
茶
い
て
広
汎
に
成
立
し
た
{
必
)
C

叉

農
業
の
商
品
生
産
を
通
じ
て
小
作
農
は
既
述
の
よ
う
に
農
民
層
分
化
か
ら
も
生
み
出
さ
れ
始
め
た
。
か
く

し
て
土
地
寄
生
が
成
立
す
る
と
一
一
原
人
や
旦
医
を
使
役
す
る
ブ
ル
ジ
ヨ
ワ
的
痛
手
を
有
し
て
い
た
経
営
ば

資
本
家
的
経
営
に
発
展
す
る
こ
と
な
く
崩
れ
て
士
地
寄
生
化
し
、
商
人
資
本
の
中
に
も
既
墾
地
を
集
積
し

五
九



O 

て
小
作
料
を
収
得
す
る
も
の
が
現
れ
て
き
た
蕊
コ
そ
し
て
畑
作
に
お
け
る
原
生
的
地
力
が
消
耗
し
始
め
る
と
地
主
は
減
耗
が
比
較
的
少
い
水
聞
の
地
力
に
物
質

的
基
盤
を
求
め
始
め
た
。
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表
1
参
照
〉
o

こ
の
地
域
に
は
大
地
主
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半
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不
在
地
主
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進
出
も
著
し
く
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日
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照
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がI酎地主
小作人

釧路l栄作実
i只対地主
す小作人

表 10 地主に属する小fト戸数日Jjにみた地主及小作戸数
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右
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檎
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陶

宅

浦

河
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山

網
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J

石
川
引
合
一
調

一
支

唯
、
十
勝
内
陸
部
を
中
心
と
す
る
地
域
で
は
自
作
農
に
よ
る
商

ロ
町
生
践
の
展
開
が
特
徴
的
で
あ
り
、
釧
路
・
恨
室
等
の
郡
に
代
表

さ
れ
る
治
山
岸
周
辺
地
帯
に
は
尚
品
生
産
の
展
開
も
低
く
、
農
耕
で

は
地
主
制
の
成
立
は
余
り
認
め
ら
れ
な
い
地
帯
が
多
か
っ
た
が
、

一
部
の
半
長
半
漁
の
地
域
に
は
商
品
生
皮
の
民
開
な
く
し
て
小
作

〔
補
論
l〕

化
が
進
行
し
て
い
た
(
表
l
参
照
)
。

空
知
・
上
川
・
十
臨
時
・
札
幌
・
後
志
の
商
品
生
産

が
高
度
に
展
開
し
た
地
方
に
は
土
地
売
買
が
多
く
、
し
か
も
、
こ

の
土
地
売
貿
は
実
質
的
に
は
抵
当
流
れ
に
よ
る
ー
で
地
取
得
で
あ
っ

た
か
ら
、
従
っ
て
既
怨
地
を
集
積
し
た
地
主
(
特
に
商
人
・
高
利

貸
・
地
主
の
三
身
一
体
化
に
よ
り
土
地
集
積
し
た
も
の
〉
の
多
い

こ
と
が
推
定
で
き
る
(
注
)
。
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余
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(註

産
業
調
査
報
告
書
第

一
巻
土
地
)
に
よ
れ
ば
「
登
記

一
就
テ
開
ク
所
ニ
ヨ
レ
ハ
小
地

積
ノ
モ
ノ
ハ
売
買
形
式
ヲ
鯖
ム

ト
難
ト
モ
其
実
ハ
一
種
/
土
地

抵
当
ニ
シ
テ
売
買
ノ
形
式
ヲ
踏

、
テ
金
ヲ
借
入
ル
ル
モ
ノ
其
多

数
ヲ
占
ム

:
e
a
略
-
-
-
如
斯
キ

形
式
ニ
依
リ
テ
借
金
ス
ル
モ
其

利
子
ニ
追
ハ
レ
遂
ニ
買
一
一
民
ス
コ

産業調査報告書 1巻より引用

ト
能
ハ
ス
シ
テ
小
作
農
ニ
変
ス

ル
モ
ノ
少
カ
ラ
サ
ル
ヘ
ジ
」
又

「
土
地
移
動
ノ
自
由
ハ
叉
土
地

兼
併
/
幣
ヲ
醸
生
ス
ル
ノ
嘆
ア

ル
ハ
事
実
ナ
リ
」
と
。

例
え
ば
、
産
業
調
査
報
告

書
に
よ
れ
ば
、
均
L

知
支
庁
の

土
地
売
買
面
積
は
引
私
有
地
総

面
積
の
約
一
一
%
に
及
ん
で

いヲ令。

〔
補
論
2
〕

相
当
面
積
の
手

ノ、
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殖産収入 1，977円66銭

副業収入 1円切銭

合計 1，979円16銭

90.00 建物資本利子

''9.58 !可償却資金

同修繕費
土地資本手IJ子
(寸:地改良資本を含む〕

土地改良維持費

54.00 

108.00 

44.00 

1.977.66 土地改良償却金

農兵資本利子

同償却資金

岡修繕費

流通資本平Ij子

謀

48.384 

16.314 

iヲ.411

338800 

2.400 

1. 000 

合計 1，919円6銭 91ftt

差 引 純主主金60円9銭 1D区

税

費

22.500 

1'5.000 

18.000 

120.200 

80.00。



作
り
を
な
す
経
営
が
一
定
限
度
の
経
営
面
積
〈
一
五
町
か
ら
三

O
町
位
」
を
超
え
る
と
次
第
に
土
地
寄
生
化
し
て
い
っ
た
の
は
、
一
区
人
を
用
い
る
土
地
耕
作

よ
り
は
小
作
料
収
入
に
依
存
す
る
土
地
寄
生
が
有
利
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、

一一一

O
町
歩
農
業
経
蛍
(
普
通
地
普
通
農
業
後
志
支
庁
管
内
〉
の
収
支
〈
産
業
調
査
報
令
書
(
第
六
巻
農
業
経
営
)
に
よ
る
)
は
前
頁
の
表
の
如
し
。

耕
作
に
投
じ
た
自
家
労
力
は
男
三
六

O
人
女
一
八

O
入
、
又
傭
人
労
力
の
そ
れ
は
男
三
六
二

7
五
人
、
女
七
九
二

こ
の
経
営
の
労
役
者
は
男
三
人
女
三
人
、

人
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
土
地
に
寄
生
す
る
地
主
の
小
作
料
収
誌
は
そ
れ
を
上
廻
る
。

例
え
ば
そ
の
て
こ
の
例
(
産
業
調
査
報
行
書
第
六
巻
農
地
管
理
に
よ
る
)
は
次

の
如
く
で
あ
る
。

例

石
狩
泥
炭
地
地
方

丙
農
場

地
積

畑
二
五
町

但
内
約
五
町
は
農
耕
に
適
せ
す

明
治
三
九
年
創
業
、
大
正
二
年
に
至
る
ま
で
の
結
果
。

一
、
六
九
九
円
五
九

O

経
常
費

経
営
三
年
目
に
よ
り
小
作
農
収
入
あ
り
、
其
額
一
、
二
六
六
円
五

O
O

投
入
資
金

土
地
費

一
一
九
円

O
二
O

一
、
八
一
八
円
六
一

O

五
年
目
よ
り
剰
余
金
を
生
じ
其
額
四
八
}
円
四
二

O

経
営
者
の
収
入
は
合
計

一
四
七
月
四
三
一

O

即
ち
一
ヶ
年
平
均

一
四
三
一
円
四
二
九

二
例

雨

竜

地

方

丙

農

場

地
積
畑
二
四
町
三
反
五
畝
一
歩
、
内
未
墾
地
一
町
三
反
二
畝
三
歩
あ
り

明
治
二
六
年
創
業
、
大
正
二
年
ま
で
の
結
果

投
入
資
金

土
地
費

、
四
六
一
円

0
0
0

経
常
費

四
五
八
円
六
九
五

ト
ー一一rnN

、
九
一
七
円
六
九
五

二
年
目
よ
り
収
入
あ
り
某
の
総
額

ハ
、
五
二
三
円
六

O
O

二
年
よ
り
剰
余
金
一
を
生
じ
そ
の
額

三
、
九
七
五
円
五
四
七

六
五



六
六

投
入
資
本
に
対
す
る
利
子
合
計
二
、

O
九

O
円
三
五
八

経
営
者
の
収
入
は
合
計
六
、

O
六
四
円
九

O
五

即

ち

一

ヶ

年

平

均

二

八

八

円

八

O
五

一
一
履
人
を
用
い
る
手
作
経
営
で
は
、
府
県
市
場
と
直
結
し
た
当
時
の
農
産
物
価
格
形
成
の
状
態
(
恐
ら
く
そ
こ
で
は
「
平
均
利
潤
は
成
立
し
な
か
っ
た
)
で
は
、

労
賃
と
地
カ
か
ら
小
作
料
収
奪
を
行
う
土
地
寄
生
に
匹
敵
し
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
猶
、
農
産
物
価
格
の
上
昇
を
上
廻
る
雇
用
労
賃
の
高
騰
が
府
県
に
お
け

る
手
作
地
主
消
滅
の
績
梓
の
一
つ
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
北
海
道
に
お
い
て
も
、

拙
稿
「
商
品
生
産
の
展
開
と
寄
生
地
主
の
成
立
」
農
業
経
営
研
究
(
北
大
農
経
)
第
四
集
参
照
。

当
時
農
産
物
価
格
の
上
昇
を
上
廻
る
一
履
用
労
賃
の
高
騰
が
あ
っ
た
。

詳
し
く
は

四

む

す

び

1
1
1
問
題
。
提
起
に
代
え
て

l
l

北
海
道
に
お
け
る
地
主
制
形
成
の
起
点
は
府
県
の
労
働
力
を
小
作
農
と
し
て
移
植
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
が
、
小
作
農
は
後
に
は
農
民
層
の
分
化
か
ら
も
生
ま

れ
た
。
こ
れ
ら
は
北
海
道
の
地
主
制
の
階
級
的
基
般
を
形
成
し
た
。
他
方
、
小
作
料
は
パ
ー
ジ
ン
・
ソ
イ
ル
の
原
生
的
地
力
と
小
作
農
の
労
賃
部
分
及
び
彼
等

の
雑
収
入
(
副
産
物
収
入
、
出
稼
収
入
〉
か
ら
搾
出
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
地
主
制
の
物
質
的
基
盤
を
構
成
し
た
。
こ
の
両
基
盤
は
北
海
道
に
府
県
市
場
と
密
按
に

結
び
つ
い
た
農
民
的
商
品
生
産
の
展
開
が
あ
っ
て
初
め
て
形
成
さ
れ
、
成
熟
し
得
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
確
か
に
、
農
民
的
商
品
生
産
が
展
開
し
た

空
知
・
上
川
地
方
に
は
プ
ル
ジ
ヨ
ワ
的
発
展
へ
の
萌
芽
が
見
ら
れ
た
が
歪
曲
さ
れ
て
、
北
海
道
に
特
徴
的
な
開
発
地
主
と
共
に
結
局
、
農
民
層
の
分
化
に
基
く
土
地

寄
生
や
商
人
・
高
利
貸
・
地
主
の
三
身
一
体
的
収
奪
に
よ
る
商
人
の
耕
地
集
積
地
主
が
成
立
し
、
将
に
こ
れ
ら
の
地
域
は
寄
生
地
主
成
立
の
中
心
地
で
あ
っ
た
。

従
っ
て
こ
れ
ら
の
こ
と
は
北
海
道
に
お
け
る
地
主
剣
形
成
の
必
然
性
を
考
察
す
る
に
は
、
農
民
的
商
品
生
産
の
検
討
が
前
提
と
し
て
必
要
で
あ
る
こ
と
、
し
か

も
そ
の
農
民
的
商
品
生
産
は
府
県
農
民
の
階
層
分
化
と
階
級
分
解
、

そ
し
て
府
県
農
業
市
場
の
形
成
と
の
つ
な
が
り
等
に
お
い
て
わ
が
周
資
本
主
義
発
展
の
観

点
か
ら
検
討
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
と
言
い
得
る
。

北
海
道
に
展
開
さ
れ
た
農
民
的
商
品
生
庄
が
如
何
に
し
て
そ
の
地
主
制
形
成
の
必
然
的
前
提
た
り
得
た
の
か
と
い
う
問
題
の
核
心
は
、
恐
ら
く
、
か
か
る

観

点

か

ら

検

討

さ

れ

る

べ

き

で

あ

る

。

(

一

九

五

九

・

ご

一

・

コ

一

O
)


